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事業手法：新住宅市街地開発事業
施工者：千葉県及び独立行政法人都市再生機構
期間：S44 年（1969 年）5月１３日
規模：1,933ha（変更前 2,912ha）
計画人口：143,000 人（変更前 340,000 人）
計画戸数：45,600 戸

営農調整地

千葉ニュータウン
　千葉ニュータウンは千白井市、船橋市、印西市にまたがるニュータウンである。東西約 18km・南北 2～

3km に広がり、総面積は約 1,930 ヘクタール。1966 年に千葉県が単独で事業を開始し、1978 年に宅地開発

公団が参画した。千葉ニュータウンでは昭和 48 年に起こった第 1 次オイルショックをきっかけとする経済

の停滞や用地取得の難航により計画人口を下方修正する方針が立てられ、千葉ニュータウンの計画面積は

約 1,933ha、計画人口は 17 万 6 千人にまで修正された。昭和 44 年に発表された当初計画では昭和 52 年ま

での 8 年計画とされていたが、4 度の事業期間延長が行われている。

　千葉ニュータウンの計画はトップダウン式に行われ、政界有力者の口利きによるゴルフ場（習志野カン

トリークラブ）の計画区域から除されるなど、ニュータウンの計画に地元農民の理解が得られず用地買収

が進まなかった。千葉県はこれに対して未買収用地を営農調整地とした。事実上買収放棄地である。

　営農調整値は大きく分類して①駅周辺 ②ニュータウン端部 ③ニュータウン外接部の三箇所に設置

されている。旧市街地が生活の中心として河川や街道を置き、台地部分では梨栽培を行っていた配

置からニュータウンは台地部分に開発され、鉄道が通ることで市街地の入れ替わりと周縁部が逆転

した。

　近年、ニュータウンがまたがる地域では第一産業者が現象している。また、農業者の高齢化

も重なり、周辺地域では耕作放棄地や遊休地が目立っている。営農調整地においても土地

のスプロール開発や耕作放棄地化、駐車場や宅地などの新たな用途が挿入されている

ことが確認できた。
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『市場出荷型梨園』『地域直売型梨園』の空間構成

『小学生』と『就農者』が中心に管理する梨農園
　本提案では『小学生』と『就農者』が中心となり梨農園を管理していく。学校は日本型ニュー
タウンにおける最も住民が介入する空間であり、小学生の教育に組み込むことでニュータウンの
根幹的なプログラムとして導入する。自然学習などの独自の教育プログラムが新規移入者を呼び
込み人口回復につながる事例も見られる。また、新規就農者による管理と学習を同時に行うこと
で千葉ニュータウンにおける地域の独自性と活気を生み出す役割を期待する。また、市民農園と
しての機能や産業廃棄物を利用した銭湯などの観光機能も同時に展開する。

営農調整地

重複的な副産物が生じる梨栽培による市民農園の交流拠点への昇華
　これまでの市民農園は単純な土地管理を兼ねた手法であったが、近年農家の直接の指導や食事会
などのイベントが行われるようになり、農業を通した新しい交流拠点のあり方を示している。本研
究ではこの市民農園の形態に交流の幅を広げられる可能性があるとして梨栽培を掛け合わせること
で、さらに多様な交流方法を生み出す拠点として昇華することをコンセプトとする。
　また、ニュータウンにおいて地産の産業を１つの公共機関として組み込むことで、画一的である
と揶揄される郊外住宅地からの脱却を期待する。
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桁梁　125×150mm

軒木　125×150mm

母屋　40×70mm

登り梁　90×180mm
梨板葺き　500×500mm t=180
アスファルトルーフィング
野地板（耐水合板） t=12mm

ラワン合板 t=5.5mm
野縁 20×30mm @300mm
グラスウール t=100

H-150×130×8×10mm

鉄骨柱 φ70mm SOP

丸鋼 φ70mm SOP

既成木製トップライト FIX
ペアガラス FL4+A12+PW6.8mm
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桁梁　125×150mm

軒木　125×150mm

母屋　40×70mm

登り梁　90×180mm 梨板葺き　500×500mm t=180
アスファルトルーフィング
野地板（耐水合板） t=12mm

ラワン合板 t=5.5mm
野縁 20×30mm @300mm
グラスウール t=100

ラワン合板 t=5.5mm
横胴縁 15×30mm @300mm

梨羽目板張り
防腐塗料仕上げ
横同縁 15×30mm @300mm
防水シート
グラスウール t=100mm

ケイ酸カルシウム板 t=5mm
PB t=9.5mm

ラワン合板 t=5.5mm
合板 t=12mm
根太 50×120mm @600mm
合板 t=12mm

土台 125×125mm

H-150×130×8×10mm

鉄骨柱 φ70mm SOP

丸鋼 φ70mm SOP

モルタル t=30mm
土間コンクリート t=70mm
コンクリートスラブ t=120mm
捨てコンクリート t=50mm
防水シート
砕石 t=50mm

既成木製トップライト FIX
ペアガラス FL4+A12+PW6.8mm

▼断面図

１F 2F 詳細図 1:20

ラワン合板 t=5.5mm
横胴縁 15×30mm @300mm

梨羽目板張り
防腐塗料仕上げ
横同縁 15×30mm @300mm
防水シート
グラスウール t=100mm

ケイ酸カルシウム板 t=5mm
PB t=9.5mm

ラワン合板 t=5.5mm
合板 t=12mm
根太 50×120mm @600mm
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土台 125×125mm

H-150×130×8×10mm

鉄骨柱 φ70mm SOP
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桁梁　125×150mm

軒木　125×150mm

母屋　40×70mm

登り梁　90×180mm

梨板葺き　500×500mm t=180
アスファルトルーフィング
野地板（耐水合板） t=12mm

耐水合板 t=5.5mm　木材保護塗料
防水シート
野縁 20×30mm @300mm
グラスウール t=100

耐水合板 t=5.5mm　木材保護塗料
防水シート
横胴縁 15×30mm @300mm

杉羽目板張り
防腐塗料仕上げ
横同縁 15×30mm @300mm
防水シート
グラスウール t=100mm

ケイ酸カルシウム板 t=5mm
PB t=9.5mm

土台 125×125mm

H-150×130×8×10mm

丸鋼 φ70mm SOP

丸鋼 φ70mm SOP

モルタル t=30mm
コンクリートスラブ t=120mm
捨てコンクリート t=50mm
防水シート
砕石 t=50mm

フローリング t=15+ ワックス
合板 t=12mm
塗布防水
勾配モルタル t=50mm
押出法ポリスチレンフォーム t=120mm
根太 50×120mm @600mm
合板 t=12mm

モルタル t=30

フローリング t=15mm＋ワックス
合板 t=12mm
スタイロフォーム t=45mm
根太 45×45mm @300mm
基礎コンクリート t=120mm

耐水合板 t=5.5mm　木材保護塗料
防水シート
胴縁 20×30mm @300mm

断熱性浴室用床材シート
敷きモルタル
塗布防水
勾配モルタル t=50mm
押出法ポリスチレンフォーム t=120mm
根太 50×120mm @600mm
合板 t=12mm

ガルバリウム鋼板 t=0.8mm曲げ加工

剪定材貯蓄場

▼断面図
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『市場出荷型梨園』『地域直売型梨園』の空間構成

市場出荷型 地域直売型

街とヴォリュームの境界

街と梨園の境界

七源果樹園

梨農園１

梨園 2

玉井梨園

市場出荷型 地域直売型

倉庫 直売所 住宅

① 盛り土による土壌改良と地形のタイポロジー

③ 梨棚による領域の操作

③ ヴォリュームと機能の挿入

④ 植栽と添景による動視線の操作

② 農業ネットの構造化と梨の本数

梨剪定材チップ 家畜糞 コヒー豆 米糠
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地域直売により開かれてきた梨園をさらに街に展開するには ...

　本来、家族経営で閉鎖的であった梨農園が地域直売の運営形態をとることで、直売空間や職住の

分離などにより街と農地との間にパブリック空間を設けるようになってきた。本提案では従来のよ

うなオーナーによる運営ではなく、市民による共同管理の体制が取られることになる。そこで、地

形や街の構造、梨栽培方法が生み出してきた梨農園の形態を梨園タイポロジーとして踏襲した上で、

さらに街に展開することができる梨農園の設計手法を４つのダイアグラムで展開していく。

開発前の地域の地形 土壌改良

従来の仮設果樹棚による空間作り ゆるやかな空間の仕切り

学校建築、教室のスケール ゆとりのある樹間と柱間

直売所と最大面積を設ける農園部分

梨の本数を小学校の児童数に合わせて減らし、共用空間を広く設ける

低い梨棚の中で、解放的な空間な
がら影を最小にする屋根の形状

ゆとりのある樹間により落ちる木漏れ日

１班（６人）＝１本
１クラス（６班）＝６本
１学年（４クラス）＝24本
１学校（６学年）＝144本

低木 小高木 中高木 落葉高木

ブルーベリー
ジンチョウゲ
ナツハゼ
アイズミモツケ
シロヤマブキ
ヤマアジサイ

リンゴ
アオダモ

サルスベリ
オリーブ
レモン
はっさく
びわ

トリネコ
ソメイヨシノ
１０月ザクラ
モミジ
ウメ

蔦植物

ぶどう
キウイフルーツ
ゴーヤ
アケビ
テイカカズラ
アイビー

梨直売所の空間的特徴

『市場出荷型梨園』『地域直売型梨園』の空間構成
　現地調査により梨農園には『市場出荷型』と『地域直売型梨園』の２つの運営体系があること分かっ

た。前者は典型的な例であり、主に家族経営で行われている。一方で後者は地域直売の運営形態で

あり、ニュータウン地域で確認できた地域直売型の梨農園は 1970 年代の後半に開設されている。

両者は直売所を有していることが主な違いであり、ここでは納屋や住居などのヴォリュームの配置

を比較した。結果としては職住の分離が見られ、直売所は独立したパブリック空間を有しており、

直売所が住宅の敷地内にあっても既存の塀を改修するなど、農園を街に対して開く様々な工夫が確

認できた。

　軒の増築や塀の撤去など直売所は街に対して開かれるような空間構成が農家によって施されてい

ることがわかる。また、収穫・販売機においては仮設果樹棚やテラス、ベンチなどを展開すること

でパブリックな空間を拡大していることが確認できた。一方で農園側面のネットなどは変化が見ら

れず、街に対しては閉鎖的であることがわかる。

栽培の効率化から梨は高さと樹間が規格化され、鉄パイプや木材、石造など様々なタイプが用いら

れている。防護ネットが張られており。外部からの介入が防がれている閉鎖的な状態である。

梨栽培における kj 空間特性
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梨板葺き　500×500mm t=180
アスファルトルーフィング
野地板（耐水合板） t=12mm

ラワン合板 t=5.5mm
横胴縁 15×30mm @300mm

杉羽目板張り
防腐塗料仕上げ
横胴縁 15×30mm @300mm
防水シート
グラスウール t=100mm

モルタル t=30mm

コンクリートスラブ t=120mm
捨てコンクリート t=50mm
防水シート
砕石 t=50mm

農業用ネット

詳細図 1:20

桁梁　125×150mm

H-150×130×8×10mm

鉄骨柱 φ70mm SOP

梨板葺き　500×500mm t=180
アスファルトルーフィング
野地板（耐水合板） t=12mm

ガルバリウム鋼板 t=0.8mm曲げ加工
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桁梁　125×150mm

軒木　125×150mm

母屋　40×70mm

登り梁　90×180mm
梨板葺き　500×500mm t=180
アスファルトルーフィング
野地板（耐水合板） t=12mm

ラワン合板 t=5.5mm
野縁 20×30mm @300mm
グラスウール t=100

ケイ酸カルシウム板 t=5mm
PB t=9.5mm

フローリング t=15mm＋ワックス
合板 t=12mm
根太 50×120mm @600mm
スタイロフォーム t=120
合板 t=12mm

H-150×130×8×10mm

鉄骨柱 φ70mm SOP

堆肥
コンクリートスラブ t=120mm
捨てコンクリート t=50mm
防水シート
砕石 t=50mm

既成木製トップライト FIX
ペアガラス FL4+A12+PW6.8mm

ガルバリウム鋼板 t=0.8mm曲げ加工

トイレ

水打ち石
暖炉

ラウンジ

洗面所

▼
断
面
図

１F 2F 詳細図 1:20

梨板葺き　500×500mm t=180
アスファルトルーフィング
野地板（耐水合板） t=12mm

ガルバリウム鋼板 t=0.8mm曲げ加工

桁梁　125×150mm

H-150×130×8×10mm

鉄骨柱 φ70mm SOP

フローリング t=15mm＋ワックス
合板 t=12mm
根太 50×120mm @600mm
スタイロフォーム t=120
合板 t=12mm

ケイ酸カルシウム板 t=5mm
PB t=9.5mm

母屋　40×70mm

登り梁　90×180mm
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桁梁　125×150mm

軒木　125×150mm

母屋　40×70mm

登り梁　90×180mm

梨板葺き　500×500mm t=180
アスファルトルーフィング
野地板（耐水合板） t=12mm

ラワン合板 t=5.5mm
横胴縁 15×30mm @300mm

杉羽目板張り
防腐塗料仕上げ
横同縁 15×30mm @300mm
防水シート
グラスウール t=100mm

H-150×130×8×10mm

鉄骨柱 φ70mm SOP

丸鋼 φ70mm SOP

モルタル t=30mm
コンクリートスラブ t=120mm
捨てコンクリート t=50mm
防水シート
砕石 t=50mm

既成木製トップライト FIX
ペアガラス FL4+A12+PW6.8mm

構成用合板 t=9mm

桁梁　125×150mm

軒木　125×150mm

母屋　40×70mm

登り梁　90×180mm

梨板葺き　500×500mm t=180
アスファルトルーフィング
野地板（耐水合板） t=12mm

ラワン合板 t=5.5mm
横胴縁 15×30mm @300mm

杉羽目板張り
防腐塗料仕上げ
横同縁 15×30mm @300mm
防水シート
グラスウール t=100mm

H-150×130×8×10mm

鉄骨柱 φ70mm SOP

丸鋼 φ70mm SOP

コンクリートスラブ t=120mm
捨てコンクリート t=50mm
防水シート
砕石 t=50mm

既成木製トップライト FIX
ペアガラス FL4+A12+PW6.8mm

フローリング t=15mm＋ワックス
合板 t=12mm
スタイロフォーム t=45mm
根太 45×45mm @300mm
基礎コンクリート t=120mm

H-150×100×8×10mm

ラワン合板 t=5.5mm
野縁 20×30mm @300mm
グラスウール t=100

ラワン合板 t=5.5mm
野縁 20×30mm @300mm
グラスウール t=100


